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1.は じ め に  
 音 声 障 害 の 診 断 や 治 療 に は 対 象 音 声 の 客 観 的 な 評

価 が 必 要 で あ る が 、 現 状 の 評 価 方 法 は 、 専 門 医 や 言

語 聴 覚 士 な ど の 主 観 的 な 聴 覚 印 象 評 価 に 頼 っ て お り 、

客 観 的 な 評 価 方 法 は ほ と ん ど 確 立 さ れ て い な い 。  

 本 研 究 で は 唇 や 舌 な ど の 構 音 器 官 の 筋 系 お よ び

神 経 系 疾 患 に 起 因 す る 運 動 障 害 性 構 音 障 害 患 者 音

声 の 客 観 的 評 価 方 法 に つ い て DP マ ッ チ ン グ を 用 い
た 評 価 方 法 を 提 案 し 、 そ の 評 価 方 法 が 有 効 で あ る か

に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し て い る 。  
 

2.DP マ ッ チ ン グ を 使 用 し た 分 析 方 法  
DP マ ッ チ ン グ は 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン グ 方 法 の 一
手 法 で あ り 、 音 声 認 識 な ど に 利 用 さ れ て い る 。 正 常

者 と 患 者 の 音 声 パ ワ ー の 変 化 パ タ ー ン を 用 い て 行

っ た 先 行 研 究 で は 、 患 者 音 声 の 母 音 部 分 の 発 話 時 間

が 正 常 者 に 比 べ 非 常 に 長 く な る こ と が あ り 、 こ の よ

う な 場 合 は 適 切 な マ ッ チ ン グ が で き ず 正 し い 評 価

が で き な い と い う 欠 点 が あ っ た 。 本 研 究 で は 、 図 1
に 示 す よ う に 音 節 ご と に 分 析 区 間 を 設 定 し 、 分 析 区

間 ご と に DP マ ッ チ ン グ を 行 う こ と で 、 こ の 欠 点 が
軽 減 で き る と 考 え 評 価 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し た 。  
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図 1 分 析 デ ー タ の 分 析 区 間 設 定 例  
 
 

3.評 価 方 法  
① 発 話 資 料  

構 音 異 常 を 発 見 し や す い と さ れ て い る 無 声

破 裂 子 音 /p/、 /k/を 含 む 3 モ ー ラ 無 意 味 音 節
/apapa/、 /akaka/を ｢い い ～ で す ｣の 中 に 埋 め 込
ん だ 文 を 患 者 は 3 回 、 正 常 者 は 5 回 発 話 さ せ 、
DAT に 録 音 し 、 サ ン プ リ ン グ 周 波 数 20KHz、 量

子 化 精 度 12 ビ ッ ト で A/D 変 換 し た 。 録 音 状 態
が 不 適 切 な の も が あ り 、 分 析 資 料 と し た 音 声 は 、

患 者 132 音 声 、 正 常 者 28 音 声 で あ る 。  

② DP マ ッ チ ン グ に よ る 評 価 方 法  

10msec.ご と に 分 析 音 声 の パ ワ ー を 求 め 、患 者
と 正 常 者 間 の DP 距 離 を 求 め た 。DP 距 離 を 求 め
る 場 合 、 評 価 す る 患 者 の 音 声 パ ワ ー 変 化 1 個 に
対 し て 、 正 常 者 全 員 の 音 声 パ ワ ー の 変 化 パ タ ー

ン と の DP 距 離 を 求 め 、 こ れ ら を 平 均 し た も の
を 分 析 音 声 の 評 価 値 と し た 。  

③ 聴 覚 印 象 評 価  

言 語 聴 覚 士 4 名 が 患 者 の 発 話 し た 3 モ ー ラ 無
意 味 音 節 に お け る 発 話 速 度 の 異 常 度 、 発 話 リ ズ

ム の 異 常 度 、 構 音 状 態 の 異 常 度 を 3 段 階 で 評 価
し 、 自 由 発 話 に お け る 発 話 明 瞭 度 、 プ ロ ソ デ ィ

(韻 律 的 特 徴 )の 異 常 度 に つ い て 5 段 階 で 評 価 し
た 。 さ ら に 、 患 者 音 声 の 総 合 的 な 評 価 を 重 症 度

と し 、 発 話 明 瞭 度 と プ ロ ソ デ ィ の 異 常 度 の 評 価

値 を 加 算 し た も の と し た 。  
 

4.評 価 結 果 及 び 考 察  

 本 研 究 で 行 っ た 分 析 評 価 結 果 と 言 語 聴 覚 士 に

よ る 聴 覚 印 象 評 価 結 果 の 相 関 を 求 め 、 本 研 究 で 提

案 し た 分 析 方 法 の 有 効 性 に つ い て 検 討 し た 。  

 図 2 に DP マ ッ チ ン グ に よ る 評 価 値 と 聴 覚 印 象
評 価 結 果 の う ち 相 関 が 高 か っ た プ ロ ソ デ ィ の 異

常 度 (相 関 係 数 =0.60)の 相 関 図 を 示 す 。  
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図 2 DP マ ッ チ ン グ に よ る 評 価 値 と プ ロ ソ デ ィ の
異 常 度 の 相 関 図  

 

本 研 究 で の 分 析 評 価 結 果 と 聴 覚 印 象 評 価 結 果 を

比 べ る と 特 に 構 音 状 態 の 異 常 度 と プ ロ ソ デ ィ の 異

常 度 が 先 行 研 究 よ り も 適 切 な 評 価 が 行 え る こ と が

確 認 さ れ た 。 こ れ ら の 評 価 項 目 は 構 音 障 害 音 声 の

評 価 を す る 上 で 重 要 で あ る と い わ れ て お り 、 本 研

究 で 提 案 し た 分 析 区 間 を 設 定 す る こ と が 運 動 障 害

性 構 音 障 害 音 声 の 評 価 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 


